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おじさんあつめ

４各地域のおもしろいおじさんをピックアッ

プ。実際に会いにいき、そのおじさんはど

んな人なのか、どんなことをしているのか

をミツウマさんと調査してきました。

Oji-Han.

田島
高橋

上山

矢久保先生

●各地域ごとに一人一人分かれて取材

●一人一人とインタビュー

移動に８時間

鶴居

置戸

様似

羅臼

黒松内

中札内

初山別

西興部

中頓別

鹿部

占冠

小樽

実際に会わなきゃ、わからない。

おじさんは何をしている人なの？趣味は？好きなものは？
などと、楽しく会話をしているとおじさんたちがどんな人
なのかわかってきました。中にはえ！と驚いてしまうもの
や感動する話まで。おじさんたちの思いが伝わりました。

かしこまった写真をハンコにするのではなく、会話の
中のおじさんの自然な表情をハンコにしました。おじ
さんたちの人間性がよく出ています。

おじさんがどんな人なのか。キャッチフレーズをつけまし
た。おじさんたちの熱い思いが詰まったインタビューを表
す最高の一言を考えました。

●インタビュー ●最高の一枚を選ぶ ●おじさんのキャチフレーズ
をつける

●北海道12町村を選抜

緊張気味でご自宅にお邪魔すると、みなさん暖かく向かい入れてくれました。実際に会っ
てお話することで、おじさんたちの人間性と個性が見えてきました。話が白熱し、中に
は１時間以上おしゃべりすることも。ハンコにするだけでは勿体無いくらいのお話が聞
けました。

５
Oji-Han.

おじさんハンコの持ち手の部分を何度も再

検討し、デフォルメしたおじさんにミツウ

マらしさをプラスしたスタイリッシュな形

となりました。

おじさんハンコの完成

おじさんの物語をwebサイトでも
個性豊かなおじさんたちの物語を、『おじさんハンコ』だけでは表現し尽くせなかっ
た私たちは、webサイトを作りました。『おじさんハンコ』をの中だけでは語られなかっ
た熱い想いや感動の物語を、パッケージに記載されている QR コードから見ることが
できます。

高橋 田島上山 矢久保先生
岡田さん 牧野さん 長谷川さん

●おじさんハンコ製作メンバー

オシャレさとインパクト。
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アキュまなびシェア「北海道 年」キッズワークショップ

会議研修施設 アキュ

主催：株式会社クレオテック 北海道事業部 事業課

小児看護師の仕事にチャレンジ！

三上 智子 能登 奈々枝 田中 純

看護学部 准教授 大学院看護学研究科 大学院看護学研究科

おむつ交換の留意点や便から発見できる病気等に

ついてスライドを使って説明し、その後、 人 回のオ

ムツ交換を実践しました。子どもたちは集中して真剣に

取り組んでおり、特に、オムツ交換では模擬便を使用し

たため、実際に便をした赤ちゃんのオムツ交換をするよ

うに慎重にお尻を拭いたり身体を横に向けたりしていま

した。

親子 組 名の方にご参加いただきました。

「北海道」をイメージしながらマーブル模様を描き、うちわ作り

小宮 加容子 おへそ

デザイン学部 講師 デザイン学部学生サークル

「北海道１５０年」にちなみ、北海道の名産品や名所、

北海道をイメージしたオリジナルうちわづくりを行いまし

た。うちわの色付けには、水の上に絵の具を浮かべて

模様を作るマーブリング技法を用いました。当日は多く

の子どもたちやその家族が参加し、それぞれの「北海

道」をイメージしながらマーブル模様を描き、うちわ作り

を楽しみました。私たちにとっても多くの子ども達と交流

する、とてもよい機会となりました。

 
 
 

けんこうフェスタ ちゅうおう
札幌市中央区保健センター

主催： けんこうフェスタ ちゅうおう実行委員会

札幌市中央区、（社）札幌市医師会中央区各支部等 機関

 
 
居住と食から健康を考える（展示、アンケート）

丸山 洋平 柏倉 大作

デザイン学部 准教授 看護学部 助教

けんこうフェスタは健康づくりや子育て支援、介護予防に関する中央区民の意識の向上を目的としています。本学

では、「居住と食から健康を考える」をテーマにしたパネルを展示しました。

パネル展示では、全国の高齢化や健康寿命の推移を踏まえ、高齢者を対象とした食生活と居住状態に関する意

識調査の結果から、賃貸よりも持家、単身世帯よりも同居者ありの方が食生活の満足度と主観的な健康状態が良

い傾向について説明をしました。札幌市における高齢者の居住状態の傾向に関する調査は実施されているものの、

食生活や健康状態に関する調査はないため、展示ブースで自身の居住状態と食生活および健康状態に関するアン

ケートを用意し、実施しました。

本学のパネルに興味を持っていただき、約 名の来訪者がありました。本学のパネルを見ながらご自身の居住

環境と食生活、健康状態について多くのお話しを聞くことができ、市民の方々との良い交流の機会となりました。

 

アキュまなびシェア「北海道 年」キッズワークショップ

会議研修施設 アキュ

主催：株式会社クレオテック 北海道事業部 事業課

小児看護師の仕事にチャレンジ！

三上 智子 能登 奈々枝 田中 純

看護学部 准教授 大学院看護学研究科 大学院看護学研究科

おむつ交換の留意点や便から発見できる病気等に

ついてスライドを使って説明し、その後、 人 回のオ

ムツ交換を実践しました。子どもたちは集中して真剣に

取り組んでおり、特に、オムツ交換では模擬便を使用し

たため、実際に便をした赤ちゃんのオムツ交換をするよ

うに慎重にお尻を拭いたり身体を横に向けたりしていま

した。

親子 組 名の方にご参加いただきました。

「北海道」をイメージしながらマーブル模様を描き、うちわ作り

小宮 加容子 おへそ

デザイン学部 講師 デザイン学部学生サークル

「北海道１５０年」にちなみ、北海道の名産品や名所、

北海道をイメージしたオリジナルうちわづくりを行いまし

た。うちわの色付けには、水の上に絵の具を浮かべて

模様を作るマーブリング技法を用いました。当日は多く

の子どもたちやその家族が参加し、それぞれの「北海

道」をイメージしながらマーブル模様を描き、うちわ作り

を楽しみました。私たちにとっても多くの子ども達と交流

する、とてもよい機会となりました。

けんこうフェスタ ちゅうおう
札幌市中央区保健センター

主催： けんこうフェスタ ちゅうおう実行委員会

札幌市中央区、（社）札幌市医師会中央区各支部等 機関

居住と食から健康を考える（展示、アンケート）

丸山 洋平 柏倉 大作

デザイン学部 准教授 看護学部 助教

けんこうフェスタは健康づくりや子育て支援、介護予防に関する中央区民の意識の向上を目的としています。本学では、「居

住と食から健康を考える」をテーマにしたパネルを展示しました。

パネル展示では、全国の高齢化や健康寿命の推移を踏まえ、高齢者を対象とした食生活と居住状態に関する意識調査の

結果から、賃貸よりも持家、単身世帯よりも同居者ありの方が食生活の満足度と主観的な健康状態が良い傾向について説明

をしました。札幌市における高齢者の居住状態の傾向に関する調査は実施されているものの、食生活や健康状態に関する調

査はないため、展示ブースで自身の居住状態と食生活および健康状態に関するアンケートを用意し、実施ししました。

本学のパネルに興味を持っていただき、約 名の来訪者がありました。本学のパネルを見ながらご自身の居住環境と食

生活、健康状態について多くのお話しを聞くことができ、市民の方々との良い交流の機会となりました。
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小児看護師の仕事にチャレンジ！
居住と食から健康を考える（展示、アンケート）

「北海道」をイメージしながらマーブル模様を描き、うちわ作り

三上 智子	 能登 奈々枝	 田中　純
看護学部 准教授	 大学院看護学研究科	 大学院看護学研究科 丸山 洋平	 柏倉 大作

デザイン学部 准教授 	 看護学部 助教

小宮 加容子	 おへそ
デザイン学部 講師	 デザイン学部学生サークル

ACU/ アキュまなびシェア「北海道 150 年」キッズワークショップ 2018 けんこうフェスタ 2018 in ちゅうおう

2018.8.5 会議研修施設 ACU/ アキュ
主催：株式会社クレオテック 北海道事業部 ACU 事業課

2018.9.29 札幌市中央区保健センター
主催： けんこうフェスタ 2018 in ちゅうおう実行委員会
[ 札幌市中央区、（社）札幌市医師会中央区各支部等 21 機関 ]

Report

Report

Image

Report

Image

Image

2928



poster4-1

第 回 北海道技術･ビジネス交流会「ビジネスＥＸＰＯ」

～ アクセスサッポロ

主催：北海道技術・ビジネス交流会実行委員会（事務局 ノーステック財団）

北海道経済産業局、北海道、札幌市 他

体内認知空間を拡張する触覚インターフェースの研究

藤木 淳 三上 拓哉

デザイン学部 准教授 大学院デザイン研究科

ビジネス 展示

体内認知空間を拡張する触覚インターフェースの研究

札幌市立大学大学院デザイン研究科 三上拓哉 , 藤木淳

A study for a haptic interface that extends the cognitive space in the body

・本研究の概要

　本研究は、「目に見えない生物が体内を自在に動いている感覚」や、「実際とは異なる身体内空間の知覚」
が可能な触覚インターフェースを開発しています。近年は VR 体験が容易となり、人間の感覚を活用したゲー
ムやインタラクションが注目されています。本研究では従来の触覚研究とは別アプローチとして、身体内へ
刺激を提示・操作する手法を検討し、新たなコンテンツ創出のための触覚提示方法について研究しています。

・本研究で用いている触覚提示方法として、触仮現運
動と言われる人間の知覚現象が存在します ( 右図 )。こ
の現象は 2 つの刺激を与える点において、ある時間差
を与えることであたかも刺激が動いているように感じ
る触錯覚現象です。従来研究では一方向 ( 前後、左右 )
の触仮現運動について研究されていましたが、本研究
では複雑な方向 ( 前後上下左右 ) に移動する触仮現運
動について研究しています。

・触仮現運動

刺激が移動していると知覚

振動モータ

振動の強さ

時間

（仮現運動）

・創出可能な触覚体験

①身体内を生物が自在に動き回るような触覚体験
　身体内を生物のような何かが動き回る感覚は再現で
きていないが、基礎として、身体内を刺激が自在に動
き回る体験コンテンツを制作しました。

②身体内を生物が自在に動き回るような触覚体験
　体内への刺激提示に加え、ユーザ側で刺激を操作可
能とすることで身体内に空間を構成できると考え、自
分の身体内をステージと見立て、おにごっこのような
ゲーム体験を可能とするコンテンツを制作しました。

・身体内を使った触覚インターフェースの将来

　本研究を応用し、身体内でパックマンのようなキャラクタが動き回る感覚体験を提供することができた
り、テトリスのようなブロックが体内を通り上から下に落ちていくような臨場感の高いゲームを制作する
ことができます。また、更に精度の高い 3 次元触覚情報の提示が可能となった場合、身体内で立体的に案
内情報を感じることができるナビゲーションシステムとしての活用も考えられます。

体内認知空間を拡張する触覚インターフェースの研究

藤木　淳　　　三上 拓哉
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体内認知空間を拡張する触覚インターフェースの研究

藤木　淳	 三上 拓哉
デザイン学部 准教授	 大学院デザイン研究科

第 32 回 北海道技術 ･ ビジネス交流会「ビジネスＥＸＰＯ」
2018.11.8 ～ 11.9 アクセスサッポロ
主催：北海道技術・ビジネス交流会実行委員会（事務局 ノーステック財団）
[ 北海道経済産業局、北海道、札幌市 他 ]
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地域連携・地域貢献活動

１．公開講座開催

２．受託研究

３．地域貢献（地域産学連携協力依頼）

４．地域連携研究センターのご案内

Ⅲ

33



１．公開講座開催

大学企画 公開講座

講座名 月日 演題名 講師

ロボットづくり講習会

月・祝）
ロボットづくり講習会

～レゴマインドストーム初級講習会～

三谷 篤史 デザイン学部 准教授

大村 功 北海道立総合研究機構

深谷 健一 北海学園大学

寺下 晴一 札幌電子システム

久蔵 宏幸（ファムライク）

安ケ平 さつき（ ）

宮本 幸雄（元札幌交通機械）

（日）
ロボットづくり講習会

～レゴマインドストーム初級講習会 ～

（日）
ロボットづくり講習会

～レゴマインドストーム中級講習会～

（日）
ロボットづくり講習会

～競技大会（ ）向け中級講習会

（土）

～ （日）

ロボットづくり講習会～レゴマインドストーム上級

編（ 回連続集中講座）～

木）

～ （土）

ロボットづくり講習会～競技大会（ ）

、 試走会及び 大会

（日） マイコンレーサー講習会 ～初級編～

（土） マイコンレーサー講習会 ～初級編 ～

（日） マイコンレーサー講習会 ～中級編～

（日） マイコンレーサー講習会 ～上級編～

（土） マイコンレーサー講習会 ～試走会・練習会～

（日） マイコンレーサー北海道大会

（日） ロボットづくり講習会 ～シューターロボ編～

（日） ロボットづくり講習会 ～タッチセンサーロボ編～

（日） ロボットづくり講習会 ～四足歩行ロボ編～

（日）
ロボットづくり講習会

～レゴ・マイイドストーム初級編～

看護師のための英会話研修（初級）～外

国人患者さんと英語で話してみよう
（木）

看護師のための英会話研修（初級）

～外国人患者さんと英語で話してみよう～

大野 夏代（看護学部 准教授）

シルベスター 典子（看護師 北海道

大野記念病院）

大野 修（桑の実会）

尾田 マリナ（姿勢改善工房 店長）

「気持ち良い体験」をしよう〜呼吸法・

マッサージによる医療者のセルフケアの

ススメ～

（木）
「気持ち良い体験」をしよう〜呼吸法・マッサージ

による医療者のセルフケアのススメ～

大野 夏代（看護学部 准教授）

新関 幸子（天使大学）

入門〜私たちの暮らしはどう変わるの

だろう？〜
（土）

入門

〜私たちの暮らしはどう変わるのだろう？〜
中島 秀之（理事長・学長）

メカトロ教室「走れ！ロボットカー！」 （土） メカトロ教室「走れ！ロボットカー！」

三谷 篤史 デザイン学部 准教授

梶原 秀一（室蘭工業大学）

江丸 貴紀（北海道大学）

まちの健康応援室ミニ出張講座

木） 乳児・幼児のスキンケア 山本 真由美 看護学部 講師

土） 夏の感染症 三上 智子 看護学部 准教授

火） 産後の心と体の健康について 渡邉 由香利 看護学部 准教授

木） 冬の感染症 森川 由紀 看護学部 講師

金） 卒乳のおっぱいのケア 山本 真由美 看護学部 講師

水） 乳歯のケアを含めた育児相談 大友 舞 看護学部 助手

訪問看護スキルアップ講座

（土）
訪問看護におけるフィジカルアセスメント

～心不全を診る看る～

鈴木 真一郎（医療法人社団鈴木内科

循環クリニック理事長）

（土）
訪問看護における神経難病患者への看護

～慢性疾患看護専門看護師の立場から～
高橋 奈美 看護学部 講師

最先端研究者が語る人工知能の現状

−何ができて，何ができないのか
（火）

最先端研究者が語る人工知能の現状

～何ができて、何ができないのか～

中島 秀之（理事長・学長）

松尾 豊（東京大学）

松原 仁（公立はこだて未来大学）

昆虫のデザイン （土） 昆虫のデザイン ～モテないオスの婚活戦略～ 酒井 正幸（札幌市立大学 名誉教授）

まちの小さな音楽会

（土）
まちの小さな音楽会第 回

「オカリナ・ラベンダー・コンサート」
武田 亘明（デザイン学部 准教授）

上村 理恵（オカリナ演奏家）

奥村 香織（ピアノ演奏家）

安東 智子（オカリナ演奏家）

オカリナサークル「赤とんぼ」

前川 早恵美（筝演奏家）

（土）
まちの小さな音楽会第 回

「オカリナ・コスモス・コンサート」

（土）
まちの小さな音楽会第 回

「オカリナ・クリスマス・コンサート」

（土）
まちの小さな音楽会第 回

「ギター・ホワイト・コンサート」

武田 亘明（デザイン学部 准教授）

渋谷 環（ギター演奏家）

皆川 勝美（ギター演奏家）

パリの街とデザイン（その ） （土） パリの街とデザイン（その ） 安齋 利典（デザイン学部 教授）
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そらのガーデン

「ぴちゃ、ぽちゃ、ざぶん？」
（日）

そらのガーデン

「ぴちゃ、ぽちゃ、ざぶん？」
小宮 加容子（デザイン学部 講師）

ナースだって癒されたい

～自分を大切にする心のケア体験研修～
（火）

ナースだって癒されたい

～自分を大切にする心のケア体験研修～

猪股 千代子（看護学部 教授）

大野 夏代（看護学部 准教授）

鬼塚 美玲（看護学部 助手）

大瀧 真美（桑園メンタルクリニック

看護師、ヨーガ療法士）

吉武 ゆり（日本統合医療学会会員、

日本ﾖｰｶﾞ療法学会認定ﾖｰｶﾞ療法士）

「夢見る研究フィールドのこぼれ話」

話シリーズ

（土）
「夢見る研究フィールドのこぼれ話」 話シリーズ①

サッポロヒストリー
羽深 久夫（デザイン学部 教授）

（土）

「夢見る研究フィールドのこぼれ話」 話シリーズ②

化粧品メーカーのポスターに見る

女性の美しさの表現

若林 尚樹（デザイン学部 教授）

（土）
「夢見る研究フィールドのこぼれ話」 話シリーズ③

燃える秋、紅葉の街真駒内
矢部 和夫（デザイン学部 教授）

（土・祝）
「夢見る研究フィールドのこぼれ話」 話シリーズ④

身近になるバーチャルリアリティ
石井 雅博（デザイン学部 教授）

（日）
「夢見る研究フィールドのこぼれ話」 話シリーズ⑤

日本全国神仏ご利益巡り
上遠野 敏（デザイン学部 教授）

人口減少社会の家族変動 （土）
人口減少社会の家族変動

～札幌市の将来像は？～
丸山 洋平（デザイン学部 准教授）

子育ての主役はだれ？

～子育てにやさしい地域のかたち～
（土）

子育ての主役はだれ？

子育てにやさしい地域のかたち
本田 光（看護学部 准教授）

より豊かな社会を築く最新テクノロジー

～ の民主化を推進する～
（金）

より豊かな社会を築く最新テクノロジー

～ の民主化を推進する～
中島 秀之（理事長・学長）

将来人口推計をどう行い、どう使うか （金） 将来人口推計をどう行い、どう使うか 丸山 洋平（デザイン学部 准教授）

災害を考える／災害から考える （土）

・北海道胆振東部地震による被害状況とその対応に

ついて

・震災発生後の情報発信業務について

・厚真町の復興するチカラをデザインのチカラで支

援する

・むかわ町で実施した足湯のボランティア事例の紹

介（仮）

大坪 秀幸（厚真町 理事）

長瀧 夢子（厚真町まちづくり推進課

企画調整グループ主任）

福田 大年（デザイン学部 講師）

工藤 京子（看護学部 講師）

真駒内、そこに何があった？ （土）
真駒内、そこに何があった？

～地図と写真で、街と時代を行き来してみよう～

田中 亮平

（街歩きで札幌を知る会代表）

金子 晋也（デザイン学部 助教）

ちえりあとの共催講座： 「さっぽろ市民カレッジ」連携講座

講座名 月日 演題名 講師

札幌市の文化財建造物をたどる＜夏＞

～春の円山公園を探索しよう～明治

時代初期に作られた公園～

（火）

札幌市の文化財建造物をたどる＜夏＞

～春の円山公園を探索しよう～明治時代初期

に作られた公園～

羽深 久夫 デザイン学部 教授

松岡 洋一（札幌市 市民文化局文化部文化財課

文化財保護指導員）

札幌市の文化財建造物をたどる＜夏＞

～春の円山公園を探索しよう～明治

時代初期に作られた公園～

（火）

札幌市の文化財建造物をたどる＜夏＞

～春の円山公園を探索しよう～明治時代初期

に作られた公園～

羽深 久夫 デザイン学部 教授

松岡 洋一（札幌市 市民文化局文化部文化財課

文化財保護指導員）

札幌の文化財建造物をたどる＜秋＞

～大通公園の今むかし～
（火）

札幌の文化財建造物をたどる＜秋＞

～大通公園の今むかし～

羽深 久夫 デザイン学部 教授

松岡 洋一（札幌市市民文化局文化部文化財課

文化財保護指導員）

札幌の文化財建造物探訪＜冬＞

～真宗大谷派（東本願寺）札幌別院～

（火）

悪天候により中止

札幌の文化財建造物探訪＜冬＞

～真宗大谷派（東本願寺）札幌別院～

羽深 久夫 デザイン学部 教授

松岡 洋一（札幌市 市民文化局文化部文化財課

文化財保護指導員）

札幌の文化財建造物探訪＜冬＞

～真宗大谷派（東本願寺）札幌別院～
（火）

札幌の文化財建造物探訪＜冬＞

～真宗大谷派（東本願寺）札幌別院～

羽深 久夫 デザイン学部 教授

松岡 洋一（札幌市 市民文化局文化部文化財課

文化財保護指導員）

実践者から学ぶ！障がいを持つ子ど

ものためにできること
（火）

実践者から学ぶ！障がいを持つ子どものため

にできること

羽深 久夫（デザイン学部 教授）

勝見 馥（社会福祉法人 藻岩この実会 ほっと相

談センター管理者）

北海道立総合研究機構との共催講座： 「知活（ちいき）ゼミナール」

講座名 月日 演題名 講師

地活ゼミナール （土）
市立大学と道総研の研究活動等を紹介する。

テーマ「食と健康」

喜多 歳子（看護学部 教授）

八十川 大輔（道総研 食品加工研究センター

研究主幹）
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２．受託研究

年度 外部資金受入および連携状況（科学研究費補助金以外）

研究名称 委託者 期間 研究代表者

木造オフィスのクリマデザインに関する研究 株式会社 遠藤建築アトリエ
年 月 日

～ 年 月 日
齊藤 雅也（デザイン学部 教授）

「動物園の森」の群落モニタリング調査に基づく植

生管理指針の作成
札幌市 環境局円山動物園）

年 月 日

～ 年 月 日
矢部 和夫（デザイン学部 教授）

新ゾウ舎およびホッキョクグマ館の各展示技術の効

果に関する研究
札幌市 環境局円山動物園）

年 月 日

～ 年 月 日
石田 勝也（デザイン学部 講師）

北海道産動物の生息・飼育・展示環境の総合デザイ

ン研究
札幌市 環境局円山動物園）

年 月 日

～ 年 月 日
大島 卓（デザイン学部 講師）

キウシト湿原保全基礎研究 登別市
年 月 日

～ 年 月 日
矢部 和夫（デザイン学部 教授）

布製天井による放射併用空調システムの空調効果に

関する研究
株式会社 山下設計

年 月 日

～ 年 月 日
齊藤 雅也（デザイン学部 教授）

災害時の都市公園の生活支援機能に関する実態調査 札幌市 建設局みどりの推進部）
年 月 日

～ 年 月 日
椎野 亜紀夫（デザイン学部 准教授）

３．地域貢献（地域産学連携協力依頼）

地域連携研究センターへの協力依頼一覧（ 年度）

依頼名称 依頼元 対応

ゴム素材の北海道土産品（おじさんハンコ）の開発

株式会社アドバンス・フーズ

代表取締役社長 長谷川 裕詞

株式会社ミツウマ 代表取締役社長 小舘 昭一

矢久保 空遥（デザイン学部 助教）

地域包括支援における住民連携のまちづくり
北広島市にし高齢者支援センター

センター長 佐藤 信一郎
片山 めぐみ（デザイン学部 講師）

三吉神社例大祭
札幌大通まちづくり株式会社

取締役統括部長 服部 彰治
上遠野 敏（デザイン学部 教授）

北海道 フォーラム
公益社団法人日本青年会議所北海道地区協議会

ブランド確立委員会 委員長 堀江 雄介

石田 勝也（デザイン学部 講師）

須之内 元洋（デザイン学部 講師）

南区の魅力を する啓発品製作事業 札幌市南区長 佐藤 達也 大渕 一博（デザイン学部 講師）

ユニバーサル製品開発
一般社団法人 旭川ウェルビーイング・コンソーシアム

理事長 吉田 晃敏

安齋 利典（デザイン学部 教授）

張 浦華（デザイン学部 教授）

小宮 加容子（デザイン学部 教授）

北海道陶芸会 周年記念事業への学生のボランティ

アとしての協力依頼
北海道陶芸会 会長 中村 裕 張 浦華（デザイン学部 准教授）

厚真町企画デザインセミナー 厚真町長 宮坂 尚市朗
安齋 利典（デザイン学部 教授）

福田 大年（デザイン学部 講師）

インバウンド向け自動販売機デザイン制作

北海道コカ・コーラボトリング株式会社

営業企画統括部

ベンディング・リテール企画部長 加藤 尚寛

大渕 一博（デザイン学部 講師）

もしも北海道・日本のお祝い文化継承 代表 大橋 二三子
村松 真澄（看護学部 准教授）

三谷 篤史（デザイン学部 准教授）

南区の魅力を する啓発製作事業 札幌市南区長 佐藤 達也 大渕 一博（デザイン学部 講師）

円山動物園の印象マップによる観覧者の行動分析 札幌市円山動物園 園長 加藤 修 若林 尚樹（デザイン学部 教授）

円山動物園来園者の行動分析をもとにした情報提供

について
札幌市円山動物園 園長 加藤 修 若林 尚樹（デザイン学部 教授）

あそび道具体験会

法人さっぽろ スポーツクラブ

子どもの体験活動の場 ミドリ

マネージャー 宇野 英樹

福田 大年（デザイン学部 講師）

（サッポロフラワーカー

ペット ）

サッポロフラワーカーペット実行委員会

会長 白鳥 健志
上遠野 敏（デザイン学部 教授）

稚内公園に建立する樺太慰霊碑デザイン公募（望郷

の樺太）
一般社団法人全国樺太連盟 会長 西本 美嗣 上遠野 敏（デザイン学部 教授）

道産鮮魚の新しいレトルト加工技術のネーミング＆

ロゴマーク開発プロジェクト
北海道立総合研究機構 理事長 田中 義克 武田 亘明（デザイン学部 准教授）

南区オリジナルうちわの制作事業 札幌市南区長 佐藤 達也 大渕 一博（デザイン学部 講師）

ライフスタイル事業創出プロジェクトにおけるリサ

ーチおよびサービスプロトタイピングの協力

株式会社アイ・エム・ジェイ

アカウント統括第２本部 本部長 松下 茂樹
福田 大年（デザイン学部 講師）

札幌市グリーティングカード作成事業 札幌市総務局 国際部長 富田 秀則 大渕 一博（デザイン学部 講師）

シティプロモート事業におけるロゴ・キャッチコピ

ーデザイン

株式会社アサツーディ・ケイ

北海道支社長 恒松 建
矢久保 空遥（デザイン学部 助教）

もりの仲間のさわやかクラブ 芸術の森地区社会福祉協議会 会長 塩田 恒雄
村松 真澄（看護学部 准教授）

三谷 篤史（デザイン学部 准教授）

もりの仲間のさわやかクラブ 芸術の森地区社会福祉協議会 会長 塩田 恒雄 村松 真澄（看護学部 准教授）

もりの仲間のさわやかクラブ 芸術の森地区社会福祉協議会 会長 塩田 恒雄

三上 智子（看護学部 准教授）

武冨 貴久子（看護学部 講師）

山本 真由美（看護学部 講師）

第 回すみかわ健康フェア 澄川地区社会福祉協議会 会長 石川 誓志
近藤 圭子（看護学部 助教）

中原 宏（地域連携コーディネーター）

みんなでみに区る 健康まつり 札幌市南区保健福祉部 保健福祉部長 長谷川 恵美
桜井 繭子（看護学部 講師）

村松 真澄（看護学部 准教授）

藻岩地区健康づくりふれあい交流会 藻岩地区社会福祉協議会 会長 小村 裕

三上 智子（デザイン学部 准教授）

武冨 貴久子（看護学部 准教授）

他 名

メニュー表のイラスト制作
株式会社アドバンス・フーズ

代表取締役社長 長谷川 裕詞
福田 大年（デザイン学部 講師）

手造通 てあるとおり プロジェクト 西区市民部長 岩井 美喜夫 山田 良（デザイン学部 准教授）

もいわ自由学校・「走れ！ロボットカー！」 札幌市もいわ地区センター 館長 伊藤 美樹 三谷 篤史（デザイン学部 准教授）

けんこうフェスタ ちゅうおう 札幌市中央区保健福祉部 保健福祉部長 竹村 真一
柏倉 大作（看護学部 助教）

丸山 洋平（デザイン学部 准教授）

／ 時代のライフスタイル研究 三菱電機株式会社 デザイン研究所 所長 阿部 敬人

安齋 利典（デザイン学部 教授）

柿山 浩一郎（デザイン学部 准教授）

金 秀敬（デザイン学部 講師）

未来へつなぐ笑顔のまちづくり活動推進事業「みな

み・こそだてフェスタ！」
南区保健福祉部健康・子ども課課長 高田 明伸

若林 尚樹（デザイン学部 教授）

小宮 加容子（デザイン学部 講師）

大島 卓（デザイン学部 講師）

3938



札幌の学生 東京マー

ケター

公益社団法人 広告研究会 イノベーション委員会

委員長 鈴木 健

安齋 利典（デザイン学部 教授）

若林 尚樹（デザイン学部 教授）

第 回芸術の森地区文化祭 芸術の森地区連合会 会長 佐久間 久幸 羽深 久夫（デザイン学部 教授）

第 回芸術の森地区文化祭 芸術の森地区連合会 会長 佐久間 久幸 羽深 久夫（デザイン学部 教授）

秋の清掃・防災講演会・炊き出し同時開催事業 川沿北町内会 会長 五味川 博都志
村松 真澄（看護学部 准教授）

大島 卓（デザイン学部 講師）

とかち帯広の地域資源を発掘し磨く新商品・新サー

ビス開発事業
帯広地域雇用創出促進協議会 会長 相澤 充 矢久保 空遥（デザイン学部 助教）

南区学生まちナカアートプロジェクト まこまな

い・ベース
札幌市南区長 佐藤 達也 上遠野 敏（デザイン学部 教授）

『厚別区誕生 周年』記念ロゴマーク募集
札幌市厚別区市民部地域振興課

地域振興課長 綿貫 真人
大島 卓（デザイン学部 講師）

琴似駅直結 空中歩廊 ウーォールアートプロジ

ェクト

株式会社コーポレーション・ミヤ

代表取締役 宮坂 元博
柿山 浩一郎（デザイン学部 准教授）

広報さっぽろ南区版表紙デザイン事業 札幌市南区長 佐藤 達也 大渕 一博（デザイン学部 講師）

健康エージェントのキャラクタデザイン、アニメー

ション作成
株式会社なごみテクノロジー 太田 和代 柿山 浩一郎（デザイン学部 准教授）

南区の魅力を する啓発製作事業 札幌市南区長 佐藤 達也 大渕 一博（デザイン学部 講師）

冬の「雪あかり」イベント チラシ製作事業 札幌市南区長 佐藤 達也 大渕 一博（デザイン学部 講師）

自主事業マーケティングの支援・助言
一般社団法人 さっぽろ健康スポーツ財団

理事長 二木 一重

福田 大年（デザイン学部 講師）

丸山 洋平（デザイン学部 准教授）

イラストデザインの制作
一般社団法人 さっぽろ健康スポーツ財団

理事長 二木 一重
福田 大年（デザイン学部 講師）

土屋グループ 周年記念 ショップデザインコンペ 株式会社 土屋ホームトピア 総務室室長 阿部 貴裕 上遠野 敏（デザイン学部 教授）

こそだてフェスティバル 札幌コンベンションセンター センター長 池田 孝 小宮 加容子（デザイン学部 講師）

自然エネルギー利用において直流給電システムエコ

ノミールの稼働状態を表示するパネルデザイン改善

に向けた検討

シオン電機株式会社 代表取締役 村野 實 須之内 元洋（デザイン学部 講師）

赤井川村生活支援体制整備事業にかかる協議体愛称

ロゴ及び情報紙タイトルロゴのデザイン募集事業
一般社団法人 理事長 篠原 辰二 大渕 一博（デザイン学部 講師）

「さっぽろ連携中枢都市圏」ロゴマーク作成 札幌市まちづくり政策局 政策企画部長 芝井 静男 大島 卓（デザイン学部 講師）

札幌市版アライマークのデザイン作成 札幌市長 秋元 克広 武田 亘明（デザイン学部 准教授）

厚真町復興 事業 厚真町長 宮坂 尚市朗
安齋 利典（デザイン学部 教授）

福田 大年（デザイン学部 講師）

お土産菓子製品のパッケージデザイン作成事業 社会福祉法人 白老宏友会 施設長 有城 雅章 大渕 一博（デザイン学部 講師）

オーラルケア啓発学習プログラムの開発・効果検

証・評価の協力

公益財団法人ライオン歯科衛生研究所

副理事長 山本 高司
福田 大年（デザイン学部 講師）

地域アートプロデュース
札幌渓仁会リハビリーテーション病院

院長 横串 算敏
山田 良（デザイン学部 准教授）

３．三吉神社例大祭

４．北海道 JC フォーラム 2018

５．南区の魅力を PR する啓発品製作事業

「三吉神社例大祭」は札幌大通まちづくり株式会社が「地域の魅力再発見プロジェクト」の一環として企画した地域活性
化事業で、2018 年 5 月 14 〜 15 日に本学は 9回目の参加をしました。デザインした「三吉くん」キャラクターによる展開や
渡御の一員としても活動も行いました。学生 16 名と教員 2名による活動内容は以下のとおりです。
お祭りガイド冊子と缶バッチデザインと配布／お子様向け「三吉くん」お面デザイン制作と配布／お子様向け「三吉くん」

ポストカードデザイン制作と配布／「三吉くん」どら焼き絵柄デザインと販売／ベロタクシーの装飾デザインと制作／協賛
店のクーポン制作と配布／準備、清掃など

公益社団法人日本青年会議所北海道地区協議会が企画運営する「北海道 JCフォーラム 2018」に本学デザイン学部学生が
参加しました。このフォーラムは、道内の経営者、行政担当者、政治家等が集い、HOKKAIDOブランド力の向上と、ブラ
ンドを活かしたビジネスの展望を共有するイベントです。学生の柔軟な発想で制作した映像とパフォーマンスを、300 名程
度の観客の前で披露しました。

札幌市南区の魅力を PRする啓発品として、レジャーシート、クリアチケットホル
ダー、ペットボトルホルダーの３種類のオリジナルグッズをデザインしました。提出
された学生作品の中から南区地域振興課の審査により選ばれました。レジャーシート
は吉岡優さん、クリアチケットホルダーは川口伽椰さん、ペットボトルホルダーは宮
浦志穂さん（いずれも人間情報デザインコース３年生）
の作品です。
レジャーシートは 100 枚、クリアチケットホルダー

は 500 個、ペットボトルホルダーは 300 個制作され、
2018 年 6 月 23 〜 24 日に滝野すずらん丘陵公園にて開
催されたイベント期間中、南区役所ブースで実施され
た抽選会において無料配布されたほか、今後南区地域
振興課が主催するイベント等で市民に無料配布される
予定です。

パフォーマンス 記録映像 クロージング 映像
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７．北海道陶芸会 50 周年記念事業への学生のボランティアとしての協力依頼 15．SAPPRO Flower Carpet 2018（サッポロフラワーカーペット 2018）

９．インバウンド向け自動販売機デザイン制作

16．稚内公園に建立する樺太慰霊碑デザイン公募（望郷の樺太）

11．南区の魅力を PR する啓発製作事業

18．南区オリジナルうちわの制作事業

北海道陶芸会 50 周年記念展「陶・創造者たち」が 2018 年 6 月 23 日～ 7月 16 日、
札幌芸術の森美術館で開催されました。本学デザイン学部学生 11 人はオレゴン
州と道内の子供や若者が制作した「アートポール作品」のポール取り付けや会場
でのセッティング作業に協力し、陶芸作品
に触れる機会を得、魅力を肌で感じただけ
ではなく、自分のセンスが生かされること、
壊れやすい陶芸作品の梱包などの取扱い方
も学ぶこともでき、大掛かりな展覧会の舞
台裏を見ることができました。

サッポロフラワーカーペット実行
委員会と札幌市立大学の産官学連携
事業でオリジナルフラワーカーペッ
トのデザインを行いました。また、
札幌駅前通地下歩行空間（チ・カ・ホ）
で来場者も参加しながら札幌市立大
学のオリジナルフラワーカーペット
を 2点制作しました。

八柳友梨さん（デザイン学部 4年生）「四季を巡る北
海道」 

中島未森さん（デザイン学部 4年生）	
「CONTEMPORARY AINU」

北海道を訪れる外国人旅行者をターゲットとして、北海道・日本らしいイ
メージのある自動販売機のラッピングデザイン制作をしました。人間情報デ
ザインコース２年生６名、同コース３年生６名が参加しました。震災の影響
もあり、デザインの最終調整に時間を要しましたが、2018 年 10 月 24 日に
このデザインを施した自動販売機が、定山渓物産館前に設置され、お披露
目式が行われました。

樺太にある 20 数基の慰霊碑は元島民の高齢化に伴い、渡航や慰霊が困難なため、樺太が眺望できる稚内公園に合祀した
慰霊碑を建立することになりました。慰霊碑デザインの学内公募を行なったところ、19 名の学生が参加して、最優秀賞のデ
ザインが採用されました。建立は 2019 年 8 月の予定です。

最優秀賞：佐藤祐衣さん（2年生）の作品

南区地域振興課より南区の魅力を PRするエコバッグ製作の依頼があり、
伊藤史織さん（デザイン学部コンテンツコース４年）による『りすとみな
みく』のデザインが採用されました。この図案は授業内で製作した「南区
をイメージした手ぬぐい」のデザインを元にしており、南区の鳥（セキレイ）・
木（シラカバ）・花（コスモス）を PRするのに最適なデザインである、と
いう理由から、今回のエコバッグに採用されたものです。
このエコバッグは、2018 年 7 月 29 日に開催された、「とって食べちゃお！

親子料理教室」というイベント（企画：南区健康・子ども課）において参
加者全員に配布されました。

札幌市南区の「札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓・定山渓ルー
ト」の活動ＰＲの一環として、オリジナルうちわのデザインをし
ました。うちわのデザインには、総合実習１（人間情報デザイン
コース）の授業課題（南区のブランディングデザイン）で提出さ
れた学生作品のうち、南区地域振興課の審査により、人間情報デ
ザインコース２年の檜森香那さん、三河侑矢さんの作品が採用さ
れ、札幌シーニックバイウェイやサッポロスマイルのロゴを入れ
た最終デザインとなりました。
南区内各地区の夏まつりで約5,000枚、区内の観光施設で約3,000

枚（計 8,000 枚）が無料で配布される予定です。

4342



20．札幌市グリーティングカード作成事業 33．未来へつなぐ笑顔のまちづくり活動推進事業「みなみ・こそだてフェスタ！」

24．もりの仲間のさわやかクラブ
35-36．第 24 回芸術の森地区文化祭

30．もいわ自由学校・「走れ！ロボットカー！」

37．秋の清掃・防災講演会・炊き出し同時開催事業

札幌市長名で国内外に送付するグリーティング
カードをデザインしました。デザイン学部２〜３年
生 23 名が参加し、25 作品が集まりました。2018 年
10 月 18 日に札幌市総務局国際部職員、国際交流員
の方々による審査会が行われ、喜多音葉さん（デザ
イン学部人間情報デザインコース２年生）の作品が
採用となりました。
カードは 12 月上旬にドイツ・ミュンヘンなど海

外の姉妹都市（計 155 カ国）や在札外国公館などに
向け 440 通発送されました。応募された全作品は
2019 年 1 月 21 〜 25 日にオーロラプラザ（さっぽろ
地下街オーロラタウン）にて開催される「ワールド
グリーティングカード展」にて展示され、市民に公
開されました。

2018 年 9 月 29 日にまこまるで開催された南区保育・子育て支援センター（ちあ
ふる・みなみ）主催の「みなみ・こそだてフェスタ！」で成果発表としてパネル展
示を行ないました。デザイン学部 3年デザイン総合実習Ⅲの課題として、真駒内地
区を対象とし、子どもたちが地域の中で、地域とともに育つためのしくみ・しかけ
の提案をテーマにその成果を展示しました。チー
ムかぼちゃ「おもちゃっこ大作戦」、チームまつ
きゅー「まこまらクラブ」の 2チームが展示し、
地元の子育てを行う保護者や幼稚園関係者など多
くの方々から、さまざまなご意見・アドバイスを
いただくことができました。

2018 年 8 月 29 日（水）、「もりの仲間のさわやか健康まつり 2018」が札幌市立大学芸術の森キャンパスアリーナで開催さ
れました。芸術の森地区社会福祉協議会の依頼により、①骨密度測定、②足指力測定の健康測定および③左記の結果を踏ま
えた健康相談のコーナーに教員 2名と学生 2名が協力し、参加者は男性 27 名、女性 54 名となりました。学生は夏季休暇中
でしたが、地域プロジェクトの講義の一環で参加し、地域住民との関わりを通して、看護者として住民の健康教育を支援す
る重要性を認識していました。（この他、ふまねっと、口腔ケア、お赤飯プロジェクトも参加しました）

芸術の森文化祭（2018 年 11 月 23-25 日、札幌芸術の森工芸館）に札幌市立大
学の学生作品として、昨年度の空間デザインコース総合実習Ⅱの課題作品「芸
森遊歩道の計画」の学生作品を展示
しました。2012 年から毎年参加し
ています。

もいわ地区センターからの依頼に基づき、車型ロボットのプログラミング講習会を
2018 年 7 月 28 日に実施しました。近隣の小学校から 14 名の参加がありました。参加
者は慣れないパソコン操作や初めてプログラミン
グに戸惑いつつも、当日スタッフの手助けを得て、
集中して課題に取り組みました。民間協力者 2名
の他、近隣の高校・大学のボランティアの協力に
より、小学校低学年でもしっかりと課題を達成し
ました。

川沿北町内会の秋の清掃・防災講演会・炊き出し同時開催の運営補助をしました。地域の方とお話しながら、道路に落ち
ているゴミ拾いと分別、道路わきの花壇の整備をしました。防災講演会では、南区の地域安全担当者からの講話の後、地域
の方々との防災についての意見交換が行われ、真剣に聞き入りました。最後に女性部の皆さんの炊き出しのおいしい豚汁と
おにぎりをいただきました。
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40．『厚別区誕生 30 周年』記念ロゴマーク募集 48．土屋グループ 50 周年記念　ショップデザインコンペ

43．健康エージェントのキャラクタデザイン、アニメーション作成

49．SORA こそだてフェスティバル 2018

45．冬の「雪あかり」イベント PR チラシ製作事業

52．「さっぽろ連携中枢都市圏」ロゴマーク作成

1989 年に白石区から分区し、2019 年で 30 年を迎える厚別区では、地域との一
体感をより一層深めていくため、厚別区誕生 30 周年を記念するロゴマークを作
成することになりました。そのロゴマークのデザイン提案を本学デザイン学部の
学生 23 名が行い、選定の結果、石井桃子さん（人間空間デザインコース 3年）
のロゴマークデザインが採用されました。厚別区のホームページにも掲載されて
います。

土屋ホームグループの創業 50 周年を記念して、本学の学生にショップバッグの絵柄デザインの学内公募を行い、学生 21
名の参加がありました。その中から原田望来さん、佐野萌夏さん、（デザイン学部 2年生）、二瓶恭輔さん（デザイン学部 3
年生）の作品が採用されました。

実験的に開発が進んでいる「健康エージェントアプリ（株式会社なごみテクノロジー
製）」のキャラクターデザイン、キャラクターアニメーション制作を手掛けました。
本アプリは、利用者が、スマートフォン内に存在する健康エージェント

（キャラクター）を相手に会話をするものですが、この会
話を通じて利用者の健康状態を推定し、必要に応じて運
動や食事のアドバイスをしたり、かかりつけ医や地域の
ケアセンターなど関係先への連絡を可能とするシステム
の構築を最終目的とするものです。

2018年 12月 15日（土）札幌コンベンションセンターにて開催されたSORAこそだてフェスタ2018の１つの遊び場として、
あそび lab! オヘソが子ども向けの遊び「おうちにとどけ！プレゼント」を実施しました。
今回の遊びは、子どもたちがサンタさんに代わって、クリスマスプレゼントをお家に届けるストーリーになっています。

配達先のお家の特徴が書かれたヒントカードを参考に、ダンボールで作った大小さまざまなお家がある街の中を探し回りま
す。遊びの導入部分では、サンタさんからのメッセージを伝える紙芝居やソリに乗って空を飛んでいる映像を見るなど、遊
びの世界へ入るための工夫をしました。さらに、遊びの最後には、サンタさんへ子どもからメッセージを書くコーナーを作り、
遊びの振り返りをしてもらいました。

南区内の各地区で開催される「雪あかり」イベントを広報するチラシを制
作しました。
チラシのデザイン案には、南区地域振興課の審査により、人間情報デザイ

ンコース２年の佐藤あみかさんの作品が採用されました。提出作品を微調整
してチラシの表面デザインとし、裏面はイベントスケジュールなどを新たに
デザインして掲載しました。
チラシは 3,000 枚印刷され、今後、南区役所、南区内のまちづくりセンター、

真駒内駅、地下歩行空間などにて配布されました。
2018 年度中に形成予定である「（仮称）さっぽろ連携中枢都市圏」を象徴するロゴマークのデザイン提案を行いました。

デザイン学部の学生 5名からデザイン提案（計 8作品）があり、選定の結果、石井桃子さん（人間空間デザインコース 3年）
のロゴマークデザインが採用されました。

原田望来さん（2年生） 佐野萌夏さん（2年生） 二瓶恭輔さん（3年生）
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４．地域連携研究センターのご案内

地域連携研究センターは、平成 年 月本学における研究活動、地域貢献活動及び国内外のネットワークの形成推

進を図ることを目的に設置されました。センターでは以下の業務を担当しています。

研究費、研究成果の公表等研究活動の推進に関する事項

共同研究・受託研究、研究に係る寄附金等外部資金に関する事項

市民講座等地域貢献に関する事項

サテライトキャンパスの活用に関する事項

産学官金連携に関する事項

国際交流その他の国内外のネットワークに関する事項

地域連携研究センターは設置者である札幌市との連携のほか、「札幌芸術の森」や「北海道立総合研究機構」と連携協

定を締結し、さらに北海道中小企業家同友会産学連携研究会（ ）や パーク札幌大通サテライト（ ）運営

協議会に参加して産学官金連携・地域連携に取り組んでいます。

【地域連携研究センターにおける社会との連携・協力に関する方針】

１ 地域に資する研究の推進に加え、その研究成果を還元し、本学の持てる知的資源を活用するために、

公開講座等を通じて、地域社会の人材育成、専門職の継続教育を推進する。

２ 本学の構成員が、地域社会、産業界あるいは地方自治体等行政と連携をすることにより、本学が地域

社会に果たすべき役割を積極的に担うことを支援する。

３ 日本にとどまらず、アジア及び世界に視野を向け、協働し、本学の教育及び研究の交流を更に発展さ

せることを支援する。
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地域連携研究センターでは 、産学官金連携・地域連携にさらに積極的に取り組むため「SCU産学連携相談窓口 」を
開設しています 。こんな時 、ぜひお気軽にご相談下さい 。

1.芸術の森キャンパス

2.桑園キャンパス

3.サテライトキャンパス

場所 札幌市立大学 芸術の森キャンパス 
 〒005-0864 札幌市南区芸術の森1丁目
Tel 011-592-2346

場所 札幌市立大学 桑園キャンパス
 〒060-0011 札幌市中央区北11条西13丁目
Tel 011-726-2500（代表 ）

場所 札幌市立大学 サテライトキャンパス 
 〒060-0004 札瞬市中央区北4条西5丁目 アスティ 45 ビル12階
Tel 011-218-7500

ご来訪の折にはご面倒でもあらかじめ電話またはメールにてご連絡をお願いいたします 。
日時と場所をご相談させていただき 、下記いずれかのキャンパスで承ります 。

お問い合わせ・連絡先 札幌市立大学 地域連携課 地域・産学連携担当
〒005-0864 札幌市南区芸術の森1丁目
TEL：011-592-2346　FAX：011-592-2369　E-mail：crc@jimu.scu.ac.jp

研究・活動の内容を知りたい／札幌市立大学との連携方法について知りたい

教員を紹介してほしい／公開講座等の行事等について知りたい　など…

SCU産学官金連携相談窓口
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50 ．札幌市ワーク・ライフ・バランスplus企業認証制度に係る認証マークデザインの作成

　2015年度に国が女性の就業や登用を促進することを目的として「女性の職業
生活における活躍の推進に関する法律」を制定したことを受け、これまでの制度
に女性活躍の要素をプラスした「札幌市ワーク・ライフ・バランスplus企業認証
制度」のVIデザインをコンぺ形式で制作しました。制作にはデザイン学部3年学
生有志7名（大瀧優菜さん、熊谷 香奈さん、澤口優七さん、城谷由哉さん、鈴木星
奈さん、高桑梢さん、西部莉奈さん）が参加し、依頼側からのガイダンスや意見
交換をおこない、修正を加えながらデザイン提案を進めました。

●CMYK 色指定 ●特色指定

■ M100% + Y60% ■ CF10073
■ M30% + Y100% ■ CF10188
■ C60% + M10% + Y30% ■ CF10666
 ※東洋インキ COLOR FINDER より

札幌市ワーク・ライフ・バランス ����
Mark & Logotype　色指定 ( フルカラーの場合 )

2018.03.11

《マークとロゴの配置例》

《マークとロゴの基本形》

　2018年3月3日に芸術の森アートホールで開催された「OTO TO TABI 2018」内の
キッズスペースの企画・運営を行いました。会場には音、色、大きさの異なるボー
ルや風船をたくさん入れた、ビニール製のドームを2つ
設けました。参加した100名の子どもたちはボールを
使って体を動かしたり、様々な音を楽しみました。

　「簾舞（みすまい）」という難読地名の知名度向上のため、学部連携演習で制作した「簾舞（みすまい）のロゴ（ME 
SMILE､みじかにみすまい）」を簾舞まちづくり協議会に提供しました。成果品の作成および修正に関しては、本学デ
ザイン学部の学生1名（3年 伊藤知世さん）が実施しました。

56 ．OTO TO TABI 2018

57 ．簾舞まちづくり協議会のロゴマーク作成　事業

51 ．ユニバーサル製品開発

　デザイン学部1、2年生に、ユニバーサル製品のデザインを、発想法やスケッチの表現法の指導も交えながらの短期
プロジェクトとして実施しました。8名から各1
案の計8デザインを提案しました。AWBCへの
提案としては、満足のいくレベルに達し、目標は
達成できました。当初、良い提案のみ試作に進め
ることとしていたが、8案全てを試作の対象とな
りました。
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地域連携研究センター

4.地域連携研究センターのご案内

地域連携研究センターは 、平成19年4月本学における研究活動 、地域貢献及び国内外のネットワークの形成推進
を図ることを目的に設置されました 。センターでは以下の業務を担当しています 。

地域連携研究センターは設置者である札幌市との連携のほか 、「札幌芸術の森 」や「北海道立総合研究機構 」と連
携協定を締結し 、さらに北海道中小企業家同友会産学連携研究会（HoPE ）やR&B パーク札幌大通りサテライト

（HiNT ）運営協議会に参加して産学官金連携・地域連携に取り組んでいます 。

1）研究費、研究成果の公表等研究活動の推進に関する事項

2）共同研究・受託研究、研究に係る寄附金等外部資金に関する事項

3）市民講座等地域貢献に関する事項

4）サテライトキャンパスの活用に関する事項

5）産学官金連携に関する事項

6）国際交流その他の国内外のネットワークに関する事項

1)　研究費、 研究成果の公表等研究活動の推進に関する事項

2)　共同研究 ・受託研究、 研究に係る寄附金等外部資金に関する事項

3)　市民講座等地域貢献に関する事項

4)　サテライトキャンパスの活用に関する事項

5)　産学官金連携に関する事項

6)　国際交流その他の国内外のネットワークに関する事項

1) 研究費、研究成果の公表等研究活動の推進に関する事項
2) 共同研究・受託研究、研究に係る寄附金等外部資金に関する事項
3) 市民講座等地域貢献に関する事項
4) サテライトキャンパスの活用に関する事項
5) 産学官金連携に関する事項
6) 国際交流その他の国内外のネットワークに関する事項
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